
     平成２７年度 大分県発達障がい支援専門員の会継続研修会（アンケート集計結果） 

      （参加者４８人、回収４５人）          日時：９月２７日（日）１３：３０～１６：００  

                                    会場：大分県教育会館２０１号室 

１．参加者の状況 

 ①SV期について 

１期－１０人 ２期－１０人 ３期－８人 ４期－５人 ５期－４人 ６期－０人 ７期－６人 無回答－２人 

 ②圏域について 

北部－３人 南部－２人 西部－４人 国速杵－４人 別府－４人 大分－１１人 臼津－３人 豊肥－５人 佐伯－３人 

無回答－６人 

 ③メルマガ登録の有無について 

有－３１人 無－７人 無回答－７人 

 

２．研修内容について 

非常に良い－３１人 良い－９人 どちらでもない－０人 悪い－０人 非常に悪い－０人 無回答－５人 

 

３．平野先生の講演についての感想 

 ・体験を交えた具体的なお話で、とてもわかりやすく大変勉強になりました。（１６人） 

 ・タイムリーな内容の濃い講演で良かった。（１２人） 

 ・とても良い研修になりました。 

 ・今日の講演を聴くことができて良かったです。 

 ・日頃の仕事に役立てていきたい。（８人） 

 ・日頃の支援のプロセスとのすりあわせができてよかった。 

  ・県条例についての詳しいお話をありがとうございました。（２人） 

 ・「だれもが安心して暮らせる大分県条例」のだれもがというところが、十分に配慮されたものができることを願っています。 

 ・だれもが安心して暮らせることの意味を正しく理解し、理解してもらえることに努力していくことが大切だ。時間はかかり難 

  しいが、そのための SVだと改めて考えさせられた。  

 ・だれもが安心して共に生きていく、支えあって生きていくということを改めて考えさせられた。考え続けていこうと思った。 

 ・合理的配慮、社会モデルをじっくりと理解できるように、今後も研修を重ねたいと思います。（２人）  

 ・合理的配慮の浸透には、知らないことの恐さを知ってもらうように努力することだと思った。 

 ・合理的配慮というと身構えてしまうところもあったが、お話を聴いて少し軽くなりました。 

 ・合理的配慮については、今まで行ってきたことでいいんだと思えた反面、気づかされることもありとても良かった。  

 ・合理的配慮についてどう取り組めばよいかわからなかったが、その子に合う配慮を考えていけばよいことがわかりました。 

 ・障がいということについて広く深く考えることができた。合理的配慮の視点から職場を見直してみます。 

 ・できそうなことと、してあげなければできないことの見極めが大切なことがわかり、今後心に留めて支援をしていきたい。 

 ・合理的配慮は一人ひとりの子どもをしっかりアセスメントすることにより、必要な支援が生まれ氾化することができる制度だ 

と思った。悩みは中学校の特別支援教育が進まないことです。発達障がいを抱えて中学校に進んでも受験体制に呑み込まれて  

いく子が多く心配です。 

 ・具体的な例をあげて深い問いかけがたくさんありました。中でも「障がいがあることに対するネガティブ感情、差別感情と向 

き合わないと障がい者に向き合えない」という言葉にドキッドキッと胸をさされる思いでした。障がい受容について支援者と 

して考えていかねばならないと思いました。 

 ・障がい者差別解消法について、詳しい説明でわかりやすかった。大変勉強になった。（３人） 

 ・障がい者差別解消法は、行政や教育機関では義務になってくるので、今後も学習を深めていかなければならないと感じた。 



 ・意思決定の訓練、意思決定の支援というところが特に心に響きました。「困り」を伝えられるように支援していきたい。 

 ・個々に応じたアセスメントの重要性が理解できた。 

 ・一人ひとりの特性が生かせる支援があらゆる場でできるように、SVの仲間で手を取り合って頑張っていきたいと思う。 

 ・SVとして今からもっと勉強して啓発活動をしていかなくてはと思った。 

 ・支援を受けることに対して、かわいそうという意識への啓発活動が課題だと思った。 

 ・特別支援学級は合理的配慮で差別ではないということを、まだ理解していない人が多く、せっかく小学校の支援学級で個別の 

支援を受けていた人も、中学校の普通学級に進学するケースがあります。また、支援学校では、学校であったことや教師の対 

応を上手く家で言えない生徒も多く、障がい者の人権を考えさせられるようなこともあります。平野先生のお話を聴いて障が   

者を支援することとはどういうことかを改めて考えることができました。 

 ・障害は環境がつくるということを、お話を聴きながら実感しました。 

 ・平野先生との出会いは SV 初級の講師でみえたときです。その時の「わが子は一人では生きられない。サポートがあれば生き

ていける。」という言葉が印象に残っています。今日のお話もとても勉強になり今後の力になりました。娘さん２０歳になった

のですね。ご両親の愛情もまだまだ受け、ステキなレディーになることだと思います。ありがとうございました。 

  

４．今年度の継続研修会（９／２７日曜日）交流研修会（１月の土曜日）の時期について 

非常に良い－３人 良い－３０人 どちらでもない－７人(※1) 悪い－１人(※2) 非常に悪い－０人 無回答－４人 

（※１）９月の第４週は運動会と重なりやすいので２週までが良い－１人  （※２）９月上旬が良い。 

 

５．研修会全体についての感想や意見 

 （感想） 

  ○スムーズな進行、講師の選定など適切な研修会の設定をありがとうございました。 

  ○このくらいの人数、部屋の大きさが良い。 

○もう一度学校の中でのいろいろな活動場面、学習場面を見直してみたいと思った。 

○とても良い研修会だった。県条例が楽しみです。 

○メルマガでの回答は良いと思う。 

○会の開催や運営にお世話いただいた皆さんに感謝しています。ありがとうございました。お疲れ様でした（多数） 

●会場内の机の間隔が狭く、移動しにくかった。もう少しゆとりがあると良い。（２人） 

●休憩があるとよかったと思います。 

 （意見・要望） 

○研修会をもっと増やしてほしい。SVとしての力をつけていきたい。 

○今後も行政の動き等について話をききたい。 

●土曜日にしてもらえるとありがたい。 

   

 


